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日食回顧四十年

　　　　　　　　　　七高　村上春太郎

　1887年八月19日の日食を観察するため下野縣白河へ米國から出懸けて來た

トツド博士は，1896年八月9日置日食の時には前同よりも大規模の準備を整へ，

當日の約李年前に器械や道具の杢部をヨットLコロネツト「に載せ，南米の南

角ホ1ン岬を廻はりて，北見國枝幸に途り着け，一行は米國を横断し，桑港

よりLコロネツドで着目した．此のヨットは僅か152噸で，トツド氏の大回ア

1マストの卒業生なる鑛山師ゼ1ムス氏の所有であり，叉た観測隊派遣の全

費用も同氏の好意に依るのである．來航時には，器械は悉く措に膝り附け，ニ

ウヨ1ク出帆後七週間で桑港に着V・た．船室にゼ1ムス夫婦を始め，トツド

夫人其他一行の人々功名を容れて來た（其外か舟夫15名）此れが爲め，船の重

心は高くなり，航海中船子の動旛劇しく，マハリヤネス（帥ちマゼラン）が昔

しかの即智を廻はつて太卒洋へ出た時とは帯封である．詳細はトツド夫入著

‘‘ Rロナ・アンド。コロネツト”にも載せてある．

　予は知人の紹介に依り此群に加はらんと欲し，七月中旬トツド夫人と京都

を出で，黒戸より西京丸に乗じて横濱に向ふた・（陸路は水害のため汽車不通

である．叉此西京丸は日清戦孚に使用された船で，弾痕が甲板上所々に残って

居た．）横丁では前記コロネツト號内に起臥すること三日にして大連丸に移乗

した・船内には肝付海軍大佐が居られた・矢張り枝幸まで行かれるので，共

目的は，即時は日清戦孚後，呼野猫が三角同盟を作り吾國を威嚇せんと力ん

で居たので，殊に枝幸には佛艦アルゼ1でランスチチウの天文家ゲランドル

寸土を日食槻察のため途り來た儘，枝幸の沖合に碇泊して居たから，水路部長

の役目で調査に行くところである．船が小樽へ着くまでは，肝付大佐，トツド

夫人及び日本海事雑誌祠：幹事久松氏と四人の會話で少しも寂莫を感じ無かっ

た．途巾で，荻濱附近を航した頃，三陸海囎で遭難した人々の屍が波上に浮沈

するのを見た．小樽で三口丸に乗換へ，増毛に寄港したので，船は八月5日

に枝幸に安着した・予は，先づ，肝付大佐に随行し，寺尾藁長の二二所を見
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舞ひ，次ひで毫長の紹介によリデランドル観測所を見物した．前記の理由で

枝幸村は佛人に便宜を與へなv・．之に反し，米人トツド氏に封しては非常なる

好意を表し，小全校新築の恵め七時室屋となり居たる薔校舎全部を與へたた

め，槻測上のみならす，全員宿泊所として．も使用が出來た．予も一行と共に

恥骨舎内に起臥する身に成った．

　校内宿泊の総勢十六人のうち，巡査一人，賄方二入を除けば，他は多少観

測に象亀ある人々で，日本入は，予の他に，札幌農學校助教授大島金太郎氏，

東京三見師小川一眞氏及其助手二人，機械師竹増血で，其他は米人である・

四十三歳のトツド博士と共夫人を始めとし，グリセリン・ボムプ考案者トム

ソン氏及共長男がある．此人は一行の，最年長者で，Vサチウセツト農肇校

技師が本職で，曾てはトツ官氏と共に北光の研究に從乱せしこともあった．

ゲiリツシユ氏はピッケリングの助手で，其前は測候所長も勤めたこともあ

る．心慮は主任助手として随行した・尚ほ米艦の一等面縛師たlpしべムベル

トン氏，コロネツト號の六分儀係ベルトルド氏（露國生れの米人）も有る．ゲ

1リツシユは厭世家，ペムベルトンは常に澁顔を帯び，ベノレi・ルドは粗暴で

あるのに，猫りトムソン父子は常に嬉々として，克く勤め，克く語り，予の

心を最も彊く引着けた・トツド氏が携帯の望遠鏡類は網数21箇で，71／4吋の

i軽物子が最大で，6吋の鏡，4吋の零物子もある．爾ほ分光器，偏光器，爲眞器

等で，此等は悉く同一の廣V・板の上に篤行に属せられ，トムソン氏考案のグ

リセリン・ボムプを介し，電流の力で徐々に太陽の運動を逐ふて動く仕掛で

ある．適しのことであるから，分光器なども奮式で，五個の大プリズマの環

坐せるものである．皆銑時二分四十秒朋に640放の爲眞を逐次に映つす意氣

込であった．爾ほ器械には二個のク・ノメ1タiと，鼠径3吋の子午儀とが

ある．クロノメ1タiは一秒猛打であるのは無論であるが，李秒と一秒とが

晋が違ふて居るので，使用上甚だ便利に思はれた．子午儀はワシントン天文

壷の借物である，其のレチクルは蜘蛛網を使用せす，セルロイドの如き透明

薄片に六本の線を引いたものである．

　トツド氏は，数年間に渡る皆既線路諸点の譜面報告を日本政府より貰ひ受

け，吟味の上で，枝幸こそは最適地ならんと決定したのであった．日食の日
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こ口八月九日には，村長白阪氏は村民に布令して竈の燗を出すことを禁じた．

其日は朝の間，快晴で，日食隊の人々は申すに及ばす，H食見る様を見んと

て北海道の諸地より集どぴ認れる数百の人々も皆な詰んで待って居た，イヨ

ィヨ三時二十分が近づくと，天上には雲行急がしくなり，二二の三三に淡雲

が日面を遮ぎつたのである．共より二三は次第に沈降する．世の中は暗くな

り，鳥や鶏が鳴き始める．予は出て二度くは思へど，1・ツド氏より頼まれた

計算を既に大器は果はり誤算は無いかと吟味中であるから躊躇して居た．共

時トツド夫人は突然後方に現はれ，予の肩をゆすり，早く出て器械の所へ行

けと命じたので，眼をこすり乍ら出で行く……・・哀はれ，二分四十秒は回し

ひ夢のごと，いとも速かに潰へて逝く．雲越しに見へるコnナは二布を被ふ

た婦人の顔の檬に輝いて居る．………後で聞けば，トツド夫人は燈藁の上で，

すげ無いコロナの振舞ひに封し洋海無窮の恨みを泣いたそうである．

　寺尾毫長の観測所は，テントを張り，ブラシ1ヤ製の天応爲眞器を装置し，

主として外部コロナを爲映するのを目的として居られた，ゲランドル氏もテ

ントを張り，分光器でコロナが太陽と同時に自縛するか否やを確かむるのが

目的で有った．實は批種の研究は既に同氏が敷年前西班牙國セネガノレの日食

で確定し得たものであるが，今春は共を一暦詳細に調べる積りで有ったらし

い．

　リック天文墓からは，シエ1ベリ氏が厚岸で観測準備をして居たが，此は

大雨に降られた．省ほ共の方面には菊池，藤野，李山畠博士並びに，クリス

チ1，タ1ナi爾氏も居た．惰な天候不良であった．猫り利尻島の観察者は

快晴の室にコロナの實相に親表することを得たが，何分器械も籍眞器も持っ

て居ないので，唯だ篇生したばかりである．此篤生こそは三二の日食の唯一

のみやげと申すべきである．日食後は枝幸小二三新築三賀會，観測者慰二三，

村祭等があって，村内は見物人と軍艦アルゼ1の：多数の水兵とが入り交じり

て，甚だ賑かである．トツド氏夫妻は聞も『 ﾈくアルゼ1に乗り横濱に向ひ，吾

々は諸器械荷造りにて．世話して，漸く二十一日午後一時寺尾憂長群とトツド

の群とは枝幸村に訣れを告げ，急きの貫倣丸に乗りて出帆し，其晩利尻島鬼脇

に寄りて一休した．同行者は，東京天文憂の水原氏を除けば，皆な上陸して遊
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んだ．二十三日には小樽に着き，二十四日器械と共に威海丸に移つる，小樽

に着くまでは寺尾先生の面白V・話に傾聴して無柳を感じない．先生は昔し巴

里天文蔓でニケ旧聞學習されたことが有るので，天文毫の昔話が澤山：有った．

曾て海王星城見の7V・2’リエ1が，中々横着で，一時に四十人の蔓員を発試し

たとき，其内ちのレプシエ｝と云ふ人が，廻はり廻はつて日本に來り，攻玉

舎で敷學を教へた．日本婦人を嬰の，吾邦で落着いて居たが，コレラ病大流

行の節，惜しV・ことには微くなられたそうだ．此話も其の時に聞いたのであ

る・寺尾憂長に随行せる人には，水原氏の外に，大學生二名（名を逸す）と，

松崎（？）助手とが居られたが，皆な響町な人々で有った．小樽で此等の齪測

者と訣れて後ちは，予はア1マスト隊と青森を経て汽車で東京に向ふた・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終）

寄贈交換された圖書雑誌

　最近本會が寄贈交換した下記の書籍は大部分は更に花山天文豪へ寄贈し保

管せられ，地は本會で整理保管して居ります・因みに高等の書籍は本會々員

に限り，從來本部を訪ねて下さる方々の閲覧に供して居ります，爾今後も自

由に御利用下さい．

　Russian　Astronomical∫ourna1（露：）・

　Engelhardt　Observat・ry　Buユユetin（露，　Kasa1・・bの・

　Circular　of　the　Astronemical　Observation　at　Warsaw．

　［｝本天交史料綜覧（神田茂氏）・

　Tc）tal　Eclipse　of　the　Sun，　June　19．　1936，　in　U．SSR．

　NVarl“ing　Ephemerides　for　the　Determination　of　Time　by　the　］vtethud　of

　　Corresponding　Altitude（1－IV）（露，　Moscow）

　東京天冠嚢報・大阪帝大理二部研究報告（和，歓丈）・東北帝大天丈受書（和，歓女）・

　水澤緯度観測所報告（歓文）・i新竹，垂中爾州烈震報告（中央氣象塁）・

海洋氣象窒報告海洋氣墜下彙報・中央暦象嚢歓文三等

　農學研究（大原農業研究所）．

　八丈月報・科學・理六界．慮用物理・三星・ウラaヤ．科學知識．　　Milky　Way・

二二二二・三二雑誌地質學雑誌地球オ1ム・ラヂオの日本・


